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ス
マ
ー
ト
技
術
と
農
業
・
水
産
業
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⊃

日
本
再
興
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

地
域
モ
デ
ル
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⊃

植
物
工
場
で
国
際
貢
献
嶋
村
氏

Ｉ
Ｃ
タ
グ
価
値
高
め
る
橋

氏

宮
城
県
知
事

井

嘉
浩

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
会
長

本

孝
之
氏

み
ら
い
社
長

嶋
村

茂
治
氏
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∪
∪
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嶋
村

日
本
で
は
、
農
地

は
土
を
耕
し
て
農
作
物
を
栽

培
す
る
土
地
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
農
家
が
既

存
の
農
地
で
植
物
工
場
を
営

も
う
と
す
る
と
、
農
地
転
用

の
許
可
を
取
得
し
建
物
を
建

設
す
る
と
い
う
、
２
段
階
の

手
間
が
必
要
に
な
る
。
こ
れ

ま
で
事
例
が
な
か
っ
た
こ
と

も
影
響
し
て
お
り
、
こ
の
課

題
が
解
決
す
れ
ば
工
場
化
は

加
速
す
る
と
考
え
て
い
る
。

後
継
者
問
題
の
解
消
と
い

う
点
で
も
植
物
工
場
は
注
目

さ
れ
て
い
る
。
福
島
に
は
工

場
を
導
入
し
て
い
る
農
協
も

あ
り
、
新
し
い
農
業
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。
農

業
が
始
ま
っ
て
１
万
年
間
、

安
定
的
に
作
物
を
作
れ
た
歴

史
が
な
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
震
災
は
非
常
に
つ
ら
い

出
来
事
だ
っ
た
が
、
バ
ネ
に

し
て
完
全
な
計
画
生
産
を
実

証
で
き
れ
ば
、
植
物
工
場
と

し
て
も
農
業
と
し
て
も
大
き

な
転
換
点
に
な
る
。

村
井

こ
れ
か
ら
の
農
業

は
大
規
模
化
、
効
率
化
、
ブ

ラ
ン
ド
化
、差
別
化
を
図
り
、

６
次
産
業
化
を
進
め
る
こ
と

が
極
め
て
重
要
だ
。
そ
こ
で

一
つ
の
鍵
に
な
る
の
が
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト

化
だ
と
考
え
る
。

現
在
、
石
巻
市
北
上
地
区

で
、農
家
、民
間
企
業
、
県
、

市
の
連
携
に
よ
る
、
大
規
模

な
園
芸
施
設
整
備
計
画
を
進

め
て
い
る
。
地
球
に
優
し
い

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
や
地

中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
活
用

し
、
高
度
な
環
境
制
御
技
術

な
ど
も
取
り
入
れ
、
周
年
生

産
か
ら
調
整
・
出
荷
ま
で
を

一
体
的
に
行
う
、
地
域
拠
点

に
な
る
次
世
代
型
の
園
芸
施

設
を
目
指
し
て
い
る
。
今
後

の
モ
デ
ル
に
な
る
と
期
待
し

て
い
る
。

橋
本

農
業
・
水
産
業
で

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
栽
培
・
生
産
、

経
営
、
ブ
ラ
ン
ド
化
と
い
う

３
分
野
で
役
立
つ
こ
と
が
で

き
る
。
久
慈
市
な
ど
東
北
地

方
で
は
特
に
、
ブ
ラ
ン
ド
力

向
上
に
貢
献
し
よ
う
と
生
産

・
流
通
履
歴
追
跡
（
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
）
シ
ス
テ
ム

の
実
用
化
に
力
を
入
れ
て
き

た
。
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
付
け
て
商

品
を
出
荷
し
、
消
費
者
ら
が

タ
グ
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

か
ざ
せ
ば
生
産
者
や
収
穫
時

期
、
商
品
が
届
く
ま
で
の
経

路
な
ど
の
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
。
生
産
者

の
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
と
リ
ン

ク
し
双
方
向
の
や
り
と
り
を

す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
価
値

あ
る
物
の
価
値
を
さ
ら
に
上

げ
、
１
次
産
業
従
事
者
の
収

入
底
上
げ
に
つ
な
が
る
。

橋
本

都
市
に
関
す
る
ス

マ
ー
ト
戦
略
は
、
行
政
サ
ー

ビ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー

交
通
シ

ス
テ
ム

医
療

教
育
、
公
共

安
全
、
水
資
源
管
理
の
７
分

野
で
期
待
で
き
る
と
考
え

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
は

家
庭
や
企
業
だ
け
で
な
く
、

北
九
州
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
創
造
事
業
の
実
証
で
都

市
部
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

の
平
準
化
や
省
エ
ネ
の
仕
組

み
を
作
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
警
で
は
検
挙
率
が
上
が

り
、
盛
岡
市
で
は
防
災
情
報

の
一
元
化
、
可
視
化
に
よ
り

有
事
の
要
援
護
者
を
把
握
す

る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
使
え
ば

さ
ま
ざ
ま
知
見
が
得
ら
れ
る

時
代
な
の
で
、
広
い
視
野
で

使
い
こ
な
せ
る
人
材
の
育
成

が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
専
門
分
野

を
超
え
た
人
材
確
保
は
創
造

的
復
興
を
進
め
る
上
で
も
欠

か
せ
な
い
。
多
面
的
な
発
想

か
ら
次
々
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
生
ま
れ
れ
ば
、
次
代
の

産
業
構
造
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
変
わ
る
。
そ
う
し
た
変
化

へ
の
対
応
も
必
要
だ
。

嶋
村

ま
ち
づ
く
り
に
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
の
考
え
方

を
導
入
し
た
千
葉
県
柏
市
で

植
物
工
場
を
展
開
し
て
い

る
。
自
然
と
人
間
が
交
わ
る

住
み
よ
い
都
市
環
境
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
り
、
成
長

分
野
の
新
農
業
と
し
て
植
物

工
場
が
支
持
さ
れ
た
。

柏
の
仕
組
み
は
多
賀
城
の

植
物
工
場
と
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。
実
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
関
係
が
あ
る
千
葉
大
と

宮
城
大
が
植
物
工
場
を
き
っ

か
け
に
人
材
交
流
が
始
ま
っ

て
い
る
。
地
理
的
に
遠
い
場

所
で
も
共
通
の
仕
組
み
が
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
交
流
が
深

ま
り

情
報
共
有
も
で
き
る

こ
れ
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
世
界
に
発
信
で
き
れ
ば
、

外
国
で
も
通
用
す
る
は
ず

だ
。
食
べ
る
と
い
う
こ
と
は

人
類
共
通
な
の
で
、
日
本
発

の
新
た
な
農
業
、
技
術
が
国

際
貢
献
、
平
和
貢
献
に
も
寄

与
で
き
る
と
考
え
る
。

村
井

産
学
官
連
携
、
人

材
育
成
の
面
で
も
行
政
の
役

割
は
非
常
に
大
き
い
。
行
政

の
強
み
は
信
用
力
で
あ
り
、

産
学
間
の
接
着
剤
と
し
て
の

役
割
を
積
極
的
に
果
た
し
た

い
。
政
府
が
進
め
る
規
制
改

革
は
地
方
で
も
必
要
と
考
え

る
。
私
が
提
唱
し
た
水
産
特

区
は
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
が
地
域
の
協

力
、
民
間
の
力
を
借
り
て
前

進
し
て
い
る
。
こ
れ
に
Ｉ
Ｔ

を
絡
め
れ
ば
水
産
業
の
新
し

い
形
が
見
え
る
と
考
え
る
。
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日本アイ・ビー・エム 東京

に本社を置く外資系のコンピュ

ーター関連サービス企業。日本

市場に合わせ社会、産業界に貢

献しながら成長。震災後は石巻

市と組んで産学官協働組織に参

画。最先端の新しいエコタウン

創造プロジェクトを支援。

末
末
末
末
末

みらい 東京に本社、多賀城

市などに拠点を持つ植物工場ベ

ンチャー。2012年秋、みやぎ産

業振興機構が運営する「みやぎ

復興パーク」でレタス栽培の植

物工場を操業。 年６月、発光

ダイオード（ ）照明活用

の新工場を稼働させた。
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シリーズ 復興と創造―みやぎ発イノベーション は本年

度内に６回の掲載を予定し ３月まで原則として第１日曜

日の河北新報に掲載します 第３部は２ ３月の掲載を予定

しています 企画は河北新報社企画事業部、協力は宮城県。
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にこやかに対談する（左から）橋本孝之日本アイ・ビー・エム会長、村井嘉浩宮城県知事、

嶋村茂治みらい代表取締役社長＝宮城県庁

宮城県の目指す「創造的復興」の芽が育ち、復興に

向けた動きが目に見える形で進んできた。東日本大震

災後、クローズアップされたエネルギー問題や産業構

造の高度化、地域コミュニティー強化で鍵を握るのが

（情報通信）技術の使い方だ。「復興と創造」４

回目は「スマート技術と未来都市」をテーマに、先端

技術を駆使して復興を支える企業のリーダーと村井嘉

浩宮城県知事が対談。スマート技術を生かした農業や

水産業の進化、新しいビジネスモデル、地域モデルの

可能性などを話し合った。

村
井

情
報
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
最
適
化
し
て
生
活
に
生

か
す
の
が
ス
マ
ー
ト
化
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
慣
れ
た
若
者
の
街
を

モ
デ
ル
に
す
る
も
の
が
多
い

が
、
震
災
復
興
の
中
で
、
少

子
高
齢
化
・
過
疎
化
が
進
む

沿
岸
部
に
お
い
て
ス
マ
ー
ト

化
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
の
モ
デ
ル
に

な
る
と
考
え
、
県
の
復
興
計

画
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と
し

て
も「
エ
コ
タ
ウ
ン
の
形
成
」

を
掲
げ
た
。

先
進
的
な
ス
マ
ー
ト
化
の

事
例
が
県
内
で
幾
つ
か
進
め

ら
れ
て
お
り
、
う
ち
二
つ
の

例
を
紹
介
す
る
。
気
仙
沼
市

の
赤
岩
港
で
は
９
社

工

場
の
水
産
加
工
団
地
で
割

安
な
電
気
を
共
同
で
調
達

し
、
利
用
状
況
を
Ｉ
Ｔ
で
管

理
し
て
稼
働
し
て
い
る
。
も

う
一
つ
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
東

日
本
が
立
地
す
る
工
業
団
地

内
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的

に
供
給
し
て
い
る
事
例
。
ガ

ス
で
起
こ
し
た
電
気
を
近
隣

の
事
業
所
に
提
供
し
、
廃
熱

を
植
物
工
場
で
利
用
し
て
い

る
。橋

本

復
旧
・
復
興
の
中

で
Ｉ
Ｔ
を
使
い
、
三
つ
の
ス

テ
ッ
プ
で
行
動
し
た
。
復
旧

で
は
ド
イ
ツ
と
ア
メ
リ
カ
の

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
活
用

し
、
ア
ク
セ
ス
の
集
中
に
備

え
、
東
京
電
力
な
ど
公
共
性

の
高
い
サ
イ
ト
と
同
一
の
ミ

ラ
ー
サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ
を

支
援
。
次
の
段
階
で
は
主

に
岩
手
で
避
難
所
の
情
報
を

可
視
化
す
る
シ
ス
テ
ム
を
提

供
し
た
。

三
つ
目
は
創
造
的
復
興
の

支
援
で
、
農
業
の
６
次
化
、

震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
な

ど
に
参
画
、
石
巻
市
で
は
人

材
派
遣
も
含
め
て
復
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
段
階
か
ら
支
援
し

た
。
市
と
協
力
し
て
計
画
を

策
定
し
、
企
画
立
案
の
ス
キ

ル
を
伝
授
し
な
が
ら
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
進
め
る
。
具
体
的

に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
人
材
育

成
支
援
で

人
を
養
成
。
さ

ら
に
被
災
者
の
自
立
を
支
援

す
る
た
め
情
報
を
一
元
化

す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も
し

て
い
る
。
新
し
い
石
巻
を
つ

く
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
少
し
ず
つ
動
き
だ
し
て
い

る
。嶋

村

植
物
工
場
に
は
２

種
類
あ
り
、
果
菜
類
に
多
い

太
陽
光
型
と
、
当
社
の
多
賀

城
工
場
の
よ
う
な
人
工
光

型
。
人
工
光
型
は
全
く
太
陽

を
使
わ
ず
、
環
境
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
も
全
て
自
動
で
管
理
す

る
。
光
、
温
度
、
肥
料
を
ど

う
適
切
に
制
御
す
る
か
が
重

要
だ
。
多
賀
城
工
場
は
２
段

階
で
操
業
し
て
お
り
、
ま
ず

小
さ
い
工
場
で
生
産
し
た
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
い
、
Ｉ
Ｔ
で
最

適
化
し
な
が
ら
高
い
生
産
性

を
保
つ
。
農
業
と
Ｉ
Ｔ
の
融

合
を
図
る
実
証
実
験
に
成

功
し
、
大
規
模
生
産
も
大
丈

夫
だ
と
認
め
ら
れ
た
。
植
物

工
場
だ
と
使
う
水
は
露
地
の

１
０
０
分
の
１
以
下
、
肥
料

も
半
分
以
下
に
削
減
で
き

る
。村

井

県
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
住
宅
用
の
太
陽

光
発
電
設
備
、
事
業
者
の
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
導
入

な
ど
を
相
当
数
補
助
し
た
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
の
誘

致
も
し
て
い
る
。

橋
本

創
造
的
復
興
を
一

層
加
速
す
る
た
め
に
は
例
え

ば
Ｉ
Ｔ
と
農
業
の
両
方
が
分

か
る
人
材
の
育
成
が
欠
か
せ

な
い
。
補
助
金
の
次
は
や
る

気
の
あ
る
人
に
出
資
す
る
シ

ス
テ
ム
や
、
県
単
位
や
東
北

全
体
な
ど
ス
ケ
ー
ル
大
き
く

事
業
を
展
開
で
き
る
仕
組
み

も
必
要
だ
。

嶋
村

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
植
物
工
場
が

役
立
つ
可
能
性
が
あ
る
。
都

市
や
太
陽
光
な
ど
の
余
剰
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
も
大
丈
夫
な
の

で
、
使
用
す
る
電
気
を
自
由

に
選
択
で
き
る
特
区
指
定
な

ど
が
で
き
な
い
か
。

被
災
地
で
壮
大
な
実
験
村
井
氏
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